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第２章　犯罪被害者等のための具体的施策

●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　COLUMN 3　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

１　法テラスとは
　法テラス（正式名称：日本司法支援センター）は、平成18年４月10日、総合法律支援法（平
成16年６月２日公布。平成16年法律第74号）に基づき、設立され、同年10月、業務を開始した。
　全国どこでも法的トラブルを解決する為の情報やサービスを受けられる社会を目指し、主な
業務として、情報提供、民事法律扶助、犯罪被害者支援、国選弁護関連業務を担っている。

２　犯罪被害者支援業務とは
　法テラスでは、犯罪被害者等が、そのとき最も必要な支援が受けられるよう、①刑事手続の
仕組みや、損害の回復や苦痛の解消・軽減を図るための制度に関する情報の提供、②犯罪被害
者支援を行っている機関・団体の案内（紹介、取次など）、③犯罪被害者支援に精通している
弁護士（精通弁護士）の紹介といった犯罪被害者支援業務を行っている。
　具体的には、様々な犯罪被害に関する問い合わせに対し、犯罪被害者支援ダイヤル（0570－
079714（なくことないよ）利用時間：平日9:00 ～ 21:00、土曜日9:00 ～ 17:00）を設け、犯罪
被害者等の支援に関する知識・経験を持った担当者が、犯罪被害者等に対し、二次的被害を与
えることがないよう心情に配慮しながら制度の紹介や相談窓口の紹介などの情報提供を行って
いる。
　また、ホームページを通じて、電子メールによる情報提供や、相談窓口情報検索を可能とし
ている。

犯罪被害者支援業務の概要

　犯罪被害者支援ダイヤルには、平成18年10月から19年３月までに、3,679件の問い合わせが
あった。内訳をみると、犯罪・刑事事件（刑事手続の仕組み、犯罪の成否など）が４割弱、そ

　　　　　　における犯罪被害者支援業務

こんなとき、お電話ください！

【法テラス】犯罪被害者支援ダイヤル 0570 ー 079714

制度の紹介 相談窓口の
紹介

精通弁護士
の紹介 民事法律扶助

なくことないよ

なくことないよ

おなやみなし

●被害の届け出
はどこにすれば
よいか。
●今後の刑事手
続について知り
たい。

●パートナーや
家族から暴力を
受けている。
●被害にあって
から精神的に立
ち直れない。

●弁護士に具体
的な法的サポー
トをしてもらい
たい。

●加害者に損害
賠償請求したい
が、弁護士を頼
むお金がない。

捜査や裁判の流
れ、その過程で
犯罪被害者の方
が協力を求めら
れることなど、
手続きや制度を
紹介します。

犯罪被害者支援
を行っている機
関・団体を紹介
します。

犯罪被害者の支
援に精通してい
る弁護士を紹介
します。

資力が乏しい方
等一定の要件の
もとで、無料法
律相談や裁判費
用の立替え等を
行う制度をご案
内します。

● 電話による情報提供
　法テラス・コールセンターでは、平日
の9:00から21:00まで、土曜日の9:00
から17:00まで、お電話によるお問い合
わせを受け付けておりますので、ぜひ、
ご利用ください。（祝休日と年末年始は
休業日です）
　※PHS・IP電話からは、03－6745－
5600にお電話ください。

■ 法的トラブル解決のための情報は…

0 5 7 0－0 7 8 3 7 4
■ 犯罪被害にあわれた方は…

0 5 7 0－0 7 9 7 1 4

出典：法テラスホームページ

日本司法支援センター
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第１節　損害回復・経済的支援等への取組

の他が６割程度となっている。
　地方事務所で作成している精通弁護士名簿には、平成19年３月31日現在、1,185名の弁護士
が登録されており、紹介件数は97件となっている。

　地方事務所では、関係機関・団体と連携を図るため、平成19年２月から同年３月にかけ、「法
テラスが行う犯罪被害者支援業務に関するアンケート」を実施し、弁護士会をはじめ、地方検
察庁、都道府県警察、都道府県庁福祉主管課、女性相談センター、児童相談所、精神保健福祉
センター、民間犯罪被害者支援団体など、約1,300の団体などから回答を得た。
　同調査の結果、法テラスが犯罪被害者支援業務を開始したことについては、90.1％の関係機
関・団体から認知されていたが、犯罪被害者支援ダイヤルの設置の認知度は69.7％、業務内容
（犯罪被害者等の支援に関する制度や支援窓口の紹介）の認知度は80.3％、精通弁護士の紹介
を行っていることについての認知度は68.0％であるなど、具体的な業務の認知度にはばらつき
が見られる状況であった。
　法テラスは、最適の専門機関・団体や精通弁護士を紹介する、被害者支援におけるコーディ
ネーターとしての役割が期待されており、引き続き、業務内容について周知を図り、関係機
関・団体との連携・協力を強化する必要がある。

日本司法支援センター（法テラス）が行う犯罪被害者支援業務の実施状況について
（平成18年10月～平成19年３月）

※「犯罪・刑事事件」の分類に含まれる主なもの
　①刑事手続の仕組み
　②犯罪の成否
　③その他犯罪・刑事事件に関するもの（殺人、暴行・傷害、強姦、ストーカー、交通事故等の被害者相談、危機介入、告訴・告発、警察・裁判所付添、検察審査
　　会への申立て、示談交渉、犯罪被害者等給付金、メンタルケア、その他）
　

１  コールセンター

２  地方事務所
　　○「犯罪・刑事事件」に関する問い合わせ数　715件
　　○犯罪被害者支援に精通した弁護士（精通弁護士）の紹介件数　97件
　　　（参考）精通弁護士名簿登載者人数　1,185名（平成19年３月31日現在）

犯罪被害者支援ダイヤル
（0570－079714　なくことないよ）

犯罪・刑事事件

10月

1,175

437

738

1,287

437

850

11月

730

268

462

870

268

602

12月

497

210

287

714

210

504

１月

440

170

270

599

170

429

２月

371

132

239

579

132

447

３月

466

188

278

653

188

465

3,679

1,405

2,274

4,702

1,405

3,297

業務開始以降総計

100.0％

38.2％

61.8％

100.0％

29.9％

70.1％

その他（生活上の取引等）

犯罪・刑事事件（コールセンター全体）

犯罪被害者支援ダイヤル

一般ダイヤル

法テラスが犯罪被害者支援業務を
開始したことを知っている

犯罪被害者支援ダイヤルの
設置を知っている

犯罪被害者支援に関する制度や
支援団体の相談窓口の紹介について

知っている

90.1％

9.9％

はい

いいえ

69.7％

30.3％

はい

いいえ

80.3％

19.7％

はい

いいえ

提供：法テラス

【「法テラスが行う犯罪被害者支援業務に関するアンケート」実施結果から抜粋】
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３　具体的な支援のイメージ
　　（法テラスホームページ「犯罪被害について問い合わせてみると…」より）

出典：法テラスホームページ

「犯罪被害者支援に精通した弁護士」の
紹介について知っている

法テラスからの紹介という
利用者があった

利用者に対して法テラスを
紹介したことがある

68.0％

32.0％

はい

いいえ

85.7％

13.0％

はい
不明

いいえ

1.2％

74.8％

23.4％

はい

不明

いいえ

1.8％

提供：法テラス


